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１ 主題設定の理由 

  芦北・水俣地域は、県の南部に位置し、

水俣市、芦北町、津奈木町の一市二町で構

成されている。東には九州山地が走り、西

には不知火海が広がる風光明媚な地域であ

る。その中の水俣市には、７つの小学校と

４つの中学校がある。 

  水俣市は、ふるさとを愛し、人や自然、

地域の伝統や文化を大切にする人間性豊か

な子どもたちを育てる「心豊かなひとづく

り」に取り組んでいる。 

水俣市は水俣病という公害を経験し、そ

のことで差別や偏見を受けた事例も少なく

ない。また、そのような差別や偏見を恐れ

て、進学先や就職先で自分が水俣出身であ

ることを言い出せないというようなことも

あっている。このような行動を起こさせな

いために、水俣のことを知り、誇りに思い、

郷土水俣を愛する心豊かな子どもたちを育

てていくことをねらいとして、小中学校に

おいて「水俣科」の取組が始まった。この

「水俣科」は、総合的な学習の時間を中心

に、各小中学校が自校の実態に応じて学校・

家庭・地域・行政等と連携して行う。地域

人材を活用することが多いため、平成２６

年度から土曜授業を実施し、その中で「水

俣科」の取組を行うこととした。 

新学習指導要領では、「社会に開かれた教

育課程」の重要性が示されている。水俣市

の小中学校が取り組んでいるこの「水俣科」

は、まさに「社会に開かれた教育課程」で

ある。そして、これを実現させるには、地

域社会と連携・協働していくためのコーデ

ィネート役としての教頭の役割が重要にな

ってくると考えこの主題を設定した。 

 

２ 研究のねらい 

  児童生徒が地域の様々な人々と関わりを

持ちながら、ふるさとを愛し、人間性豊か

な生きる力を育むために、「水俣科」の取組

において、地域人材を活用するための教頭

としての関りについて研究する。 

 

３ 研究の経過 

 (1) 「水俣科」実施に向けて、平成２６年

度から水俣市の小中学校において土曜

授業が始まる。 

   （令和３年度の方針） 

   ・総合的な学習の時間における「水俣科」

の授業を行う。 

      ・「水俣科」による体験活動と関連付け

たり、郷土資料を使ったりしての道徳

の授業を行う。 

   ・保護者や地域住民等をゲストティーチ

ャーに招いての授業を行う。 

   ・実施回数は年７回とする。（６月、７

月、９月、１０月、１１月、１２月、

１月） 

  (2) 令和３年度の市教頭会で、今年度の研

究の方向性を確認。 

   (3) 各学校にて「水俣科」の取組 

 

４ 研究の概要 

 (1) Ａ小学校の取組 

     ５年生で「郷土水俣への愛着～水俣

で生きるわたし」をテーマとして取り

組んだ。水俣の自然がどのように保た

れているかを知り、郷土水俣への愛着

へつながるように学習を進めた。 

  ① 水俣湾の現在を知る 

水俣の自然に詳しい方や実際に漁を

しておられる漁師さんを招き、水俣の



海を知る体験学習がスタートした。 

   まずは、水俣湾の現在の様子について

生き物の写真や水中映像を見ながら、

水俣湾のことについて知る活動を行っ

た。教頭は、５年生のテーマや、昨年

度の実績から、事前に担任等と打合せ

をして講師に連絡を取る段取りをした

り、事前の打合せを行ったり、当日の

準備の確認を行ったりした。 

  ② 水俣で獲れた魚に触れる 

水俣の海で漁師さんが獲った魚介類

から、いろいろな生き物がいること、

生き物の実際の形、特徴、色、行動、

触感などを観察し、生態、生活史、種

間関係なども知った。漁師さんからは、

どんな方法で獲ったとか、海の幸につ

いての話も聞いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③ 生き物スケッチ 

  スケッチには、その生き物を選んだ理

由、生き物の形の特徴、どんな生活をし

ていると予想するか、描いた生き物の名

前（知らなければ、自分でつけるとした

らどんな名前にするかとその理由）を付

け加えた。 

  ④ 学習発表会での発信 

年間のまとめでは、自分たちの地元の

海をどんな海にしたいか（ビジョン）、

そのためにはどうしたらいいか（行動

目標）の意見を出し合い、まとめていく

ことになる。まとめたことを学習発表

会で発表し、保護者や地域の方々にも

発信した。 

  

【教頭の関わり】 

    教頭としては、各学年のテーマに対し

て、適切な講師を紹介したり、講座を申

し込む手配をしたり、市の地域コーディ

ネーターにつないだりと、充実した活動

になるための指導・助言を行ってきた。

今回、５年生のこれらの活動の間には、

県の環境立県推進課で行っている「くま

もと環境出前講座」に応募して１０月２

６日に講師招聘して学習を深めることが

できた。子どもたちの「生」「本物」を見

た時の目の輝きは素晴らしい。その輝き

を大切にしながらその後の学習の充実が

図られるよう、教頭として今後もサポー

トしていきたい。 

 

(2) Ｂ中学校の取組 

 （１年生） 

   テーマ：「ふるさとの自然・農林業・歴

史と文化を知ろう」 

  ① 水俣の偉人「徳富蘇峰」「徳富蘆花」

について学習 

徳富蘇峰・蘆花生家や水俣市蘇峰記

念館にでかけ、展示物見学や説明を聞

いてより理解を深めた。また、事前学

習ででてきた疑問を質問し答えていた

だいた。 

   ② サラダたまねぎ農家Ｍさんの講話 

サラダたまねぎについて、植え付け

の行い方や生産者として気をつけてい

ることを話していただいた。 

  ③ シラス漁Ｓさんの講話 

シラス漁の実態について講演をして

いただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

     



（２年生） 

   テーマ：「Ｆ地区の干潟を守ろう」 

  ① Ｆ湾の干潟環境調査 

Ｆ湾の干潟に行き、そこに住んでいる

生物を調査した。名前の分からない生

物などは、後から調べた。班ごとに見

つけた生物を記録した。  

  ② Ｆ湾干潟環境調査考察 

Ｆ湾の環境について、ひのくにベン

トス研究所のＭさんより講話をしてい

ただき、以前調べた干潟の生物の状況

と過去に行った環境調査を比較し、Ｆ

湾の環境を学習した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （３年生） 

   テーマ：「地域の伝統芸能を伝承しよう」 

  ① 棒踊り 

Ｆ地区に伝わる棒踊りを２年生の３

学期から地域の方々に来ていただき、

学習した。体育大会では、袴を着て披

露した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【教頭の関わり】 

グランドデザインの中の「身に付けさせ

たい力」と総合的な学習との関連を一覧に

した。それを見ることで、全体の計画がわ

かり、それぞれの活動の中で「どんな力を

身に付けさせたいか」を意識した取り組み

になるようにした。 

また、地域に発信していくためにも、水

俣市の全小中学校が作成し、全小中学校に

配付される「学校ウォッチング」に、総合

的な学習（水俣科）の取り組みを中心にま

とめるようにしている。 

 

 (3) Ｃ中学校の取組 

    １年生の水俣科の学習では、「山・川・

海学校」と題して、ふるさと水俣の暮し

と自然とのかかわりについて学び、環

境に優しい暮し方について考えること

をテーマに取り組んだ。 

  ① 「山学校」 

地域にある交流センターの方を講師

に、山の保水力や自然のしくみ、山が

人の暮らしに与える恩恵等山の役割に

ついて学んだ。講師の方の豊富な体験

をもとにプレゼンテーション資料を使

って、生徒の興味を引くような内容の

講話をされたり、学校近くの山林散策

を行ったりした。「皆伐」を行うことで

のメリット、デメリットを考え、環境

破壊による地球温暖化と結びつけ、皆

伐を必要最小限に行うことを学んだ。 

  ② 「川学校」 

熊本県環境センターや水俣川漁協組

合に協力してもらい、川と人々の暮ら

しや人々の暮らしが川に与える影響に

ついて学んだ。水俣市川漁協組合の方

は、水俣にある川に詳しく、利水や水



力発電の利用など説明を受けながら、

現地調査も行った。 

 ③ 「海学校」 

熊本県環境センターや水俣漁協組合、

ダイビングショップの方に協力しても

らい、水俣の海の生態系や海と人々の

暮らしについて学んだ。現在の水俣の

海には、ヒメタツというタツノオトシ

ゴの新種を始め、多くの生物が生息し

ているが、人が海に捨てたプラスチッ

クゴミが多くあり、生態系に影響を及

ぼしていることを学んだ。 

【教頭の関わり】 

 コロナ禍により、講師をお願いしたり、

体験活動を実施したりすることが難しくな

っている。そのことをふまえ、総合的な学

習の時間の主査を中心に担当学年で実施に

向けた協議を何度も行うようにした。急遽、

内容を変更しなければならないこともあっ

たが、感染対策を最大限行いながら、でき

る限り実施できるようにした。 

また、講師の依頼は、これまでの実績を

もとにしたり、関係機関に紹介してもらっ

たりして行った。コミュニティスクールを 

活用し、学校運営協議会でも地域学習の方

法や地域人材の活用について協議・助言を

いただいた。 

 

 (4) その他の学校の取組 

  ① Ｄ小学校では、平成２９年度より地

域住民と児童がともに学ぶ「鶴の子ス

クール」を開講して児童の豊かな心の

醸成と地域の活性化を図ってきた。令

和３年度の取組としては、「パソコン教

室」、「湯の鶴音頭の講習会」、「紙漉き

体験教室」、「ニュースポーツ体験教室」、

「昔あそび」等である。また、七夕や

クリスマスの時には、笹竹や杉の木を

地域の方に準備していただいた。その

計画、案内、講師依頼、スクールの進

行を教頭が行った。 

  ② Ｅ小学校では、「水俣ハイヤ節」の伝

承を行っている。今年度も全学年で講

師を依頼し、歌詞や踊りの意味を理解

したうえで、練習を行った。また、こ

の活動の一つとして「魂入れ」を行っ

た。この活動には別の講師(胎児性水俣

病患者の方)をお招きし、水俣病につい

ての講話をしていただいた。 

    教頭としては、日程調整を含めた講

師の依頼、謝礼の準備、当日のサポー

ト、児童の動きの確認等を担当者と連

携して行った。 

 

５ 研究の成果と課題 

 (1) 成果  

   ○水俣の自然や伝統芸能、水俣病からの

再生に向けた取組を知ることによっ

て、子供たちの多くが水俣のすばらし

さを実感できた。「水俣が好き」と答

える子供たちが多数いる。 

○地域の優れた人材との連携により、

継承されてきた郷土芸能を子供たち

に知らせるよい機会となった。また、

地域の方々は、子供たちに教える喜

びを味わっていただくと共に生きが

いを感じていただけている。  

   ○コロナ禍の中、活動が制限されること

が多かったが、講師に来校していただ

いたり、リモートを利用したりするな

ど、新しい形の取組を行うことができ

た。 

 (2) 課題 

   ●各学校が単独で活動している事例が

多い。学校運営協議会で熟議し、学校

と地域社会が課題を共有し、地域学校

協働活動本部とも上手く連携を図る

必要がある。 

   ●教頭自身が地域の中にどのような学

びがあるか(人、もの、こと)を知るこ

とと、それをいかに効果的に学校教育

に結び付けていくかというコーディ

ネート力が必要である。 

 


